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チ ヨット*ひ とこと

河
川
の
自
然
再
生
は
河
川
に
委
ね
る
べ
き
だ

わた くしは10年 ほど前に、旧建設省の河川水辺の国勢調査

のア ドバイザーを委嘱 され、その縁で、河畔林の再生事業に

も関係するようになった。現在は仕事の柱のひとつとして、

河畔林再生の基礎 となる、本来の河畔林の成立プロセスを調

査 している。釧路湿原や標津川などで行われている自然再生

事業は、形を変えた公共事業だという批判が絶えない。標津

川での経験を踏まえ、自然再生のあ り方について考えを述べ

たい。

河畔林再生 を 目指 している標津川下流域 では、流路 の両側 にヤナ ギ類や ケヤマハ

ンノキの河畔林(以 下 ヤナギ林)が 成立 し、単調 な景 観が続いてい る、,これ らの林

は、で きたての若い林 か ら数十年 のやや古 い林 まで、 さまざまな林齢の ものがある。

つ ま り、現状の直線化 された標津川 で も、ヤナギ林 を成立 させ るプロセ スは存在 し

てい る。一方 、本来の十分 に発達 した河 畔林 ではヤチ ダモやハ ルニ レの林 も成立 し

ていた はず だが 、現実 に見 られるヤチ ダモ河畔林 は古 い林で200年 、最 も若 くて も

25年 程で 、そ れよ り若 い林 はほ とん どない。 まれに、ヤナギ林の下層 に若 いヤチ ダ

モが単木的 に定着 している ものの 、道 内各 地で見 られ る、大 きさのそ ろった(つ ま

り樹 齢の そろった)構 造 の森林 は、最 近20数 年 は形 成 されてい ない可能性が高 い。

ヤチ ダモが定着で きるのは、河川が 自由 に蛇行 して時 々は氾濫 を起 こす こ とに よっ

て堆積 された土砂の上 なのだ と思 われるが、直線 化 と河川管理が徹底 し、 さらに周

辺の土地利用が進行 したために、定 着に適 した立 地が形成 されな くなったのだ と考

えられ る。河川 の 自然再生 とは、河川 が樹 木の定 着立地 を形成す るこの ようなプロ

セ ス、つ ま り河川生態系 の 自然 プロセスを再生 する ことに他な らない。 また土砂の運搬 だけ を

考 えて も、上流か ら下流へ の連続性 に留意す る ことが不 可欠であ る。 しか し、現実 に行 われて

いる再生の取 り組みは、下流の1ヵ 所で実験的な再蛇行化と称 して、昔は蛇行 してい

た本川の直線化によって形成された旧川を、強制的に再び本川とつないだだけである。

仮にどこかにヤチ ダモを植栽 して林を作ったところで、川が自由な蛇行を制限されて

いるのでは、自然 とは切 り離された公園のようなものだ。

堤防を全部取 り払って、蛇行と氾濫が無制限に起こる環境を作ることだけが自然再

生だと言 うつ もりはない。 しか し、流域全体を視野に入れて、河川の自然のプロセス

に再生を委ねることが、河川における自然再生の思想の根底にあると強 く思 う。 した

がって、で きる限 り人間の関与の少ない方法で(土 木工事的な手法に頼 らず)、 しか

し現実に存在する制約の中で、どこまで自然プロセスに近づけられるかを論議するの

でなくては、それぞれの再生工事の合理性が説明できるはずがないのは明らかだ。

(理事 ・岩見沢市在住)

石 ℃

川 霧

奪

男 お
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特集 ・止めよう!大 規模林道

ダメなものはダメ

宇都宮大学名誉教授 藤 原 二
=
ロ

で

森林開発公団が1956年 に発足 してから、約50年 が経過 した。

森林開発公団法は、「熊野川流域および剣山周辺の両地域で奥地開発林道(旧 公団林道)を

建設する」という時限立法であったが、格好の天下 り先を見つけた林野庁は、「旧公団林道」

に引 き続き、「関連林道事業」「特定森林地域開発林道(ス ーパー林道)事 業」や 「水源林造成

事業」などを次々と業務に加え、公団の延命を図った。

1967年 の特殊法人の改革の時には、「公団は、設立当初の目的はすでに達成 している。森林

開発公団は廃止すべきである」 という第1次 意見書が行政管理委員会から提出された。1970年

の 「当面の行政改革事項に関する意見」でも、「公団の林道建設事業は林野庁 または都道府県

に移管 し、造林事業については林野庁の在 り方を含めて抜本的な再検討を行い、改組 または廃

止すること」という第2次 意見書が提出されている。

このような逆風の中で、農林族の後押 しにより生 き残 りをかけての構想 が 「大規模林業圏開

発計画」であ り、「大規模林業圏開発林道」事業である。

1999年 には、特殊法人等整理合理化計画により、農用地整備公団を併合 して、名称を 「緑資

源公団」と変更 した。まさに"焼 け太 り"で ある。2002年 には独立行政法人 とな り、名称 も

「緑資源機構」に変更 した。

本年2月 に発表された 「大規模林道事業の整備のあ り方検討委員会」の議事録を見て も 「大

規模林業圏開発事業」は全 く議論 されていない。検討対象された20区間のうち、7区 間は取 り

止め、13区 間は幅員縮小などの計画変更を行ったとしているが、自然保護団体等が問題 として

いる路線についての見直 しは行われていない。幅員の縮小により、環境アセスはず しの意図も

見え隠れする。

2004年 度の予算では、「大規模林業圏開発林道」

を 「緑資源幹線林道」事業に名称変更するという姑

息な手段を講 じている。

大規模林道事業により、自然破壊 を引き起 こし、

いまも森林生態系に打撃を与え続けている。大規模

林道は中止 し、緑資源機構は廃止すべ きである。名

前 を変えても"ダ メなものはダメ"で ある。

(森フォーラム資料 より抜粋)

(船橋市在住)現 地で説明する藤原氏
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特 集

大規模林道の工事を止めるために反対の声を結集 しよ う

北海道1撚 保護連合事務局長 小 山 健 二

1月17日 、北海道 自然保護協会の大規模林道に関する集会に先立って、「大規模林道問題北

海道 ネットワーク」の組織が結成された。結成 した組織の 目的は、工事を止めることにあるが、

その 日常の活動 目的は多 くの市民に工事反対の声を広げることにあるのです。なぜなら、北海

道の大自然にむだなキズを付ける開発工事はそのほとんどが人知れず山奥の工事で、自然保護

団体内部の反対運動だけでは止めることができないからです。一人で も多 くの道民に、そして

大多数の国民に工事現場や工事予定地周辺の貴重で大切な自然があることを知 らせ、山奥で進

め られる工事の自然を損なう様子 を知らせることが必要です。多 くの人々に知 らせる活動は、

調査研究、集会などの広報活動、などなど多 くの人が関わり、そ して多 くのお金 と時間を掛け

るのですから大変な苦労が伴 うのです。

大規模林道工事の反対運動は相当昔から行われていたのですが、「士幌高原道路」 や 「日高

横断道路」の知名度の陰に隠れて活動が広がっていませんで した。大規模林道は1973年 に北海

道自然保護連合が反対の調査 などを行い、以後は大雪 と石狩の自然を守る会が孤軍奮闘の活動

を行ってきました,,日 高横断道路反対 を勤労者山岳連盟が途中か ら単独で進めてきたのと似て

います、,

多くの道民、多 くの国民に知らせる活動が始まりました。大規模林道反対は、2003年8月 に

日高横断道路工事を進めていた北海道開発局が⊥事の中止を決めて以後、北海道自然保護協会 ・

ナキウサギふあん くらぶ ・北海道自然保護連合などが反対活動を再開したのです。1月17日 の

北海道自然保護協会主催集会 に継いで7月24日 ～25日 に 「2004年森フォーラム ・北海道の大規

模林道を考える」が旭川市内集会と大規模林道滝雄 ・厚和線現地見学会 とが開催 されました。

士幌高原道路は1999年3月 、「私が当選 した ら道路は通す」 と選挙公約 した知事が自ら工事

の取 り止めを決めました。道路建設反対のための三者連絡会(北 海道自然保護協会 ・十勝自然

保護協会 ・北海道自然保護連合)を 結成 したのが1994年!1月 。この4年5カ 月の問に全道各地

において7回 の集会が開催されました。多くの市民に北海道の貴重な自然 を知らせる活動は、
一度始まったら止らない公共工事を止めることができたのです

。1999年3月!7日 、道の時のア

セスメン ト最終政策会議の出した最終結論の再評価

調書には次の要旨が書かれています。 「近年 におけ

る道民の環境保全に対する意識の高まりを踏 まえる

と、 ・… 本道路の工事は取 り止めることとする」。

大規模林道問題北海道ネッ トワークは次の団体で

構成 されています。大雪と石狩の自然を守る会 ・ナ

キウサギふあん くらぶ ・十勝 自然保護i協会 ・(社)

北海道自然保護協会 ・北海道自然保護i連合。工事 を

止めさすために、北海道の自然環境保全 に関心 を寄

せるもっと多 くの人々を結集 しなければな りません。

(札幌市在住) 大雪 と石狩 の自然 を守 る会主催 の2004年

北海道森 フォーラム7月24日 ～25日
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特 集

大規模林道開発現地を視察 して
会 員 大谷 節 子

北海道 自然保護協会の今年度の総会で、千歳川放水路建設問題、士幌高原道路問題、そして

日高横断道路(静 内一中札内)問 題が、多 くの道民、国民の反対にあって一応中止になった今、

道内で残る大 きな自然破壊の工事の1つ に、もう30年(滝 雄 ・厚和線)も ムダな税金を投 じて

いるものに大規模林道建設があ り、それを中止 させるためにすでにネットワークがつ くられて

いるので、大 きな運動に展開しようという提起があった。私はそ ういう林道が3つ もある事 を

改めて知って、国道並みの幅員を持つ林道を自然を破壊 してまでなぜ建設するのか、必要性が

あるのか、自然破壊は … ぜひそれはやめさせるべ きだと考えた。 しか しその実態がどうも

映像や写真だけでは把握できずにいた。そ して反対 という意志を自分の言葉でかみ しめ他の人

の同意を得るにはぜひ自分の目でその現場なるものを見たいと思っていた矢先、そういう機会

に出会い、今回の7月24日 ～25日のフォー一ラムと現地見学会に参加 した。現地見学会で見た状

況で前 日の鏡 さんの 「台風10号 被害と大規模林道」 というパソコンを駆使 した昨年の台風でひ

どい被害に拡大 した平取一新冠問の林道の破壊説明が納得できた。そして私にとっての一番の

大きなシ ョックは自然の山並みを掘 り返 しそこに生息する動植物を根こそぎなぎ倒 して、コン

クリー トで固めてい く 「破壊」工事のために、削 り取った法面に、崩れ防止のために草や低木

を植えつけ、根 を張らせているが、その植物が全 くそこに元来存在 しない外来の植物であった

事だ。 しかもその見本をわざわざ示 してあった。おそらく速 く生育 し、頑強で、繁殖力も強い

ものを選ぶのだろう。崩

れた土肌に肢を伸ば して

しがみついていたエゾア

カガエルの姿や小 さなエ

ゾタツナ ミソウが忘れ ら

れない。これが まさに動

植物の多様な生態系を破

壊する現実で人 目につか

ない所でそ らぞ らしい標

識を立ててやっている税

金の無駄遣いなのだ。

(札幌市在住)

大規模林 業圏開発林道位置図(森 フォーラム資料より)

置戸 ・阿寒線

滝雄 ・厚和線

(北海道)

(北海道)

平取 え りも線

(北海道)

凡 耳仮

〔
路 線 名

《路線 名》

大規模林業圏

大 規 模 林 道

大規模林道支線
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特 集

理 事 大久保 フヨ

止めよう!大 規模林道

みなさん、大規模林道を知ってますか、

人 も踏みいらぬ山の奥に

ヒグマやエゾシカ、シマフクロウ

森の先住の生 きものを無視 し

山には似合わぬ機械 を入れ

森林を伐採、山を崩し地をならし

山の奥に国道並みの道路 をつ くる

一体
、それは誰のため、何んのため

何年 も何年 もかけて工事 し

何億 という多額の税金を使って、

日本はそんなに裕福な国なのですか、

医療費を.ヒげられ病院にも行けず、

年金は下げられ生活できず、

中小企業の倒産で失業者や自殺者が絶えず

多額のお金 を使って自然破壊 をする国は、

世界中でも日本だけ?

熊 の 糞

人 も踏みい らぬ 山奥 の

大規模林道開発 を

みん なで現 地 を視察す る

行けば道の ど真 中

なにや らこん もりあ る物体

近づいて よ くみれ ば

それ は、 ヒグマの糞 の山、

まるで、「もう、 山を荒 らす な!」 と

抗議 してい るかの よ うだ。

豊かな自然を守るため大規模林道は止めよう!

豊かな生活を守るため大規模林道は止めよう!

みんなで止めよう.!大 規模林道 抗議の熊の糞

林道開発で破壊される森林の現状 林道工事中の独立行政法人緑資源機構の看板

(北広島市在住)
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エ ツ セ イ

オース トラ リアでの野生動物の研修に参加 して

常務理事 奥谷 浩一

今 年3月 に オ ー ス トラ リア で 行 わ れ た野 生 動 物 にか ん す る研 修 に参 加 した 。g日 間 とい う短 い 期 問 で

はあ った が 、 私 に とっ て初 め て の 南 半球 へ の旅 行 で あ り、 固 有 の 野生 生 物 と生 態 系 にか ん して 多 くの 知

識 を習 得 で きる また とな い 機 会 とな っ た 。

日本 の20倍 もの 面積 を もつ オ ー ス トラ リア 大陸 で も、 お よそ200年 前 に欧 米 人が 移 住 して 以 来 、 持 ち

込 まれ た 家 畜 や ネズ ミな ど に よ って 、 特 に小 型 の ワ ラ ビー 類 を初 め とす る 多 くの 固有 の 野 生 動 物 が 絶 滅

の危 機 に追 い や られ て い る 。 希 少 生 物 の 密 猟 と密 輸 もまた 大 き な問 題 で あ る 。 カ ラ ン ビ ンの 野 生 生 物 サ

ンクチ ュ ア リで は、 オ ー ム 舎 の 前 に トラ ン ク とプ ラ スチ ックの 筒 が 展 示 され て い た 。説 明 文 を読 む と驚

い た こ と に 、そ れ は 密 輸 者 が 希 少 種 の オー ム類 を こ の筒 に入 れ て 動 け ない よ うに して トラ ンク の 中 につ

め て持 ち 出す ため の 装 置 で あ っ た。 金 の た め に は手 段 を選 ば な いお ぞ ま しい 人 間 の性 を見 る思 いが した。

ブ リスベ ー ン にあ る ク ィー ン ズ ラ ン ド大 学 の獣 医学 部 と海 洋 生 物 学 部 で は野 生 生物 に か んす る講 義 を

受 け 、傷 病 動 物 の 治 療 施 設 を 見学 した ほか 、付 属 の コア ラ研 究 所 で も研 修 を受 け た 。特 に感 已・したの は、

獣 医学 部 の治 療 施 設 が 日本 の 獣 医系 大 学 や 動 物病 院 で は ま だ少 な い と思 われ るCTス キ ャ ンの装 置(日

本 の 日立 製)を 初 め 、傷 病 動 物 に た い して も人 間 並 の きわ め て行 き届 い た施 設 を持 っ て い る こ とで あ っ

た 。 そ して 見学 した どの動 物 公 園 で も、必 ず 付 属 の傷 病 治療 を行 う施 設が あ り、専 門 の 職 員 が 忙 し く働

い て い た 。

最 大 の 印象 は 、 ブ リスベ ー ンの 沖 合 い に あ るモ ー トン島 の砂 丘地帯 を探 検 した時 と、 シ ドニ ー か ら車

で1時 間 ほ ど西 に あ る一世界 自然 遺 産 の ブ ル ー ・マ ウ ンテ ン を トレ ッキ ン グ した時 の こ とで あ る。2度 と

も ガイ ドか ら 「免責 同 意書 」 な る もの を 渡 され 、 署・名 を させ られ た の で あ る 。 「免 責 同 意 書 」 と は 、 探

検 や トレ ッキ ン グの最 中 に 生 ず る事 故 に か ん して 、 ガ イ ドと ッア ー会 社 は で きる か ぎ り事 故 が 起 き ない

よ うに 努 力 す る が 、 個 人 の 責 任 で 生 じた事ll友に か ん して は 責 任 を負 わ な い とす る 、 い わ ゆ る 自 己責 任 の

承 認 を求 め る もの で あ る 。 ロー ンパ イ ン ・コア ラ ・サ ン クチ ュア リで も、 放 し飼 い に さ れ て い る カ ンガ

ル ーの エ リア の 入 り[の 看 板 に 、 こ こに 入 っ て か ら は 自分 自 身で リス ク を負 うべ きこ とが 大 き く記 さ れ

て いた(写 真 参 照)。 こ の 同意 書 は 、 い わ ゆ る 「自己 責任 」 とい う考 え方 に も とつ く もの で あ っ て 、 過

剰管理を避ける意味でも、欧米では一

般的であるが、我が国ではほとんど普

及していないものである。我が国では、

官僚丸がかえと官僚まかせ とが不可分

に ・体となっていることか ら生 じる

「管理責任1が しばしば過剰管理の弊

害を生んでいるが、これを避けるため

には、我が国で もいずれはこうした

「自己責任」の考え方を導入しなけれ

ばならない時代がやってくるであろう

と思えて仕方なかった。

(江別市在住)
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タ張川なんでも探険隊 伊達 佐重
(常務理事)

発足 したのは3年 前。1858年 の 「夕張 日誌」の道す じをたどって松浦武四郎の歩いた個所をバスツアー

でめぐったことが結成のきっかけになったような気がする。企画 した行事の時に、数人の世話役で決め

た要項を小学校 に配って応募者をつのるという、おっとりとしたや り方である。

最初の行事は、由仁町川端の奥地にある無名の大滝を探険することであった。下見で高さが3～5メ ー

トルのきり立った低い滝が3つ あることがわか り、ロープと縄ば しごを準備 した。本番の日、5人 の小

学生はガケ登 りの緊張に耐え、ひたいに汗をにじませていた。いよいよ目的地。20メ ー トル もの見事な

滝を見上げる子供達は満足そうである。流 ドする水を背に記念写真におさまる。夕張川まで ドって水生

昆虫を観察した り、魚釣 りやゴムボー トに挑戦 して1日 を過ごした。

2度 目の行事は、本年7月 のゴムボー トによる川下 りである。世話役自体は昨年の秋 にそれを体験ず

みだったが、直前になってアウトドア教室の講師から 「水量や川底の変化を考えると、危険回避のため

もう一度下見をすべ きである。」との助言を受けた。

多忙な人達ばか りだが、2日 前にやることになった。

いよいよ当日。小 ・中学生8名 、成人12名 が多良津橋から夕張橋までの約8キ ロのコースにいどむ。

5そ うのゴムボー トに分乗 して岸から流れに押し出す。1人 が浅い所からボー トに乗 り込む時、体重の

かけ方がまずかったのか、いきな りぬれねずみ。途中の岩だらけの急流でも2人 がボー トから

落ちたが、救命胴衣のおかげで笑いながらはい上がっていた。

来年の行事は、夕張川とどう関連させる内容にするのか思案中である。 (栗山町在住)

「カム バ ッ ク里 海」 木村マサ子
(会 員)

函館市内の公園緑地の巡視や函館山での観察会や案内の仕事をこの3月 に辞 め

て、生まれ育った漁師の生活に戻ってみた。といっても本格的な漁師ではな く、

波が打ち上げた海藻をを拾ったりするものだが(許 可必要)、私は自然 と向かい合

って生活している漁師が好きなので、そんな生活をしたいと思っていたからである。

北 鑓
各地の

野山で緑化運動や環境保全活動に長いこと携わってきたが、久 しぶ りに浜にお りてみる と、 口ごろ出

かける機会の少ない海ほどその運動の関わ りから遊離 している所はないようだ。

浜には流れついたゴミだけでな く、遊んで帰った人たちの残 したヌー ドルや弁当の空 き箱、ナイロン

袋などが、毎回行 く度に新しいものが岩の間に押 し込まれてある。潮が引いた磯では、何処からか人が

車でやってきて、食べられる海藻を採集時期に関らず採って行 く。夏休みには、家族連れがきて岩をひっ

くり返してツブ貝やカニを採って持帰るばか りか、ひっくり返 した岩はそのまま放置 してある。だか ら

磯浜は、川原のように白く綺麗だ。つまり、海藻は;育たす、小魚や小動物の棲み家がすっか り壊 されて

いるのだ。

もっと驚 くのは、テコやツルハシを持って きて土木工事並みに岩を倒 したり砂利を掘起こした りして、

釣 りの餌を採っている専門家もいることだ。

山から流れ出た水は、平野を通 り町の中を通 り海に流れ出るように、環境問題は普段の生活の中で、

全ての関わ りで考えられるような人たちを増やす活動にしなければと痛感 している。そ して、コンブが

足に絡 まつて動 けなかつた、昔の海に戻 したいものだ。(函 館市在住)
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カラカネイ トトンボの生息する小 さな湿原を守 って
一 一 会 員 原 島 和 子

カラカネ

カ ラカ 不イ トトンボは、体長2～5cmの 唐 金色の小 さ くて可憐 なイ トトンボです。札幌市内

では・北 区の篠路福移湿地 に しか生息 してい ません。3年 前 「周辺開発進む札幌篠路福移湿地」

の記事 を読 み ました。この湿地は20ヘ クタール弱の広 さです 。この一帯 は約4000年 前頃 に形成

された広大 な石狩湿原 の一部で、 ミズゴケ群落 を基調 と した北海道で も大変貴重 な湿原です。

この湿 原にはカラカ ネィ トトンボの他 にゴマ シジミ、 オオ タカ、チ ュウヒ、 オオジシギ、 アカ

モズ、エ ゾ トヨミ、オオ ミズゴケ、 タヌキモ、ヘ イケボ タル、北海道で は珍 しい アオヤ ンマ な

ども生息 してい ます 。ここにあげた昆虫、鳥、魚、植物 は、み な準絶滅危惧種或いは絶滅危惧

1類 、ll類 の ものです 。この ようなすば ら しい貴重 な湿原を是非守 ってい きたい と思い ます。

屡道

一 札 幌 篠 路 福 移 湿 地 保 全 の お 願 い 一

「カラカネ イ トトンボを守 る会」 は1996年 結成 され、今年7月 、NPOに 認可 され ま した 。

登記 をす ませ 、湿地の存在 を広 く知 って もらうために、テ レビ、新聞 などにと りあげて もらい

ま した。

:ニユー ス

そのおかげで、この湿地の土地を手に入れていた留萌、奥尻、札幌の地

権者より寄附をしたいと申し出があ りました。(湿 地は原野商法の土地で全

国に300人 の地権者がいる。)

私たちは、札幌篠路福移湿地周辺の開発がすすむ一方で、湿地から近 くの

当別町美登江へ 「茨戸川とんぼ学校」 と名づけ、湿地の生物 を移す活動やビ

オ トープづ くりを地域の人々 と一緒 にや ってい ます。「篠路福移湿地 を湿地公園」 とす るため、

今 は、10ヘ ク タール と湿地 は半減 しま したが、土 地 を買いあげ、ナシ ョナル トラス ト運動で、

湿地公園 として保存す る考 えです。そのため、地権者 の連絡や 、湿地 を地権者から寄附 ・借 り、

買 いあげるための寄附 を全道の皆様 にお願い したいのです。

よろ しく御協力 をお願い します。(札 幌市在住)

振 り込 み先

郵便局 口座番号02790-7-44699

口座名 カラカネイ トトンボ守 る会

連 絡 先

大 山 衛 門

札 幌 市 北 区 あ い の 里1-6、2-2-2!4

TEL・FAXOI1一 一778-8353
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あ ・ら ・か ・る ・と

寄 贈 図 書 紹 介

「スポー ツ倫 理の探求」 富 樫

近藤 良亨 編著、大修館書店

均 氏 よ り

轡 佐藤正秀理事を偲ぶ
俵 浩 三

去る8月17日 、佐藤正秀理事が急性心筋梗塞のため急逝 されました。

佐藤さんは北海学園大学 を卒業後、苫小牧の会社に勤めなが ら、野鳥観察、自然保護

に興味をもち、故三浦二郎先生(当 協会副会長)の 教えを受け、自然観察指導員、鳥類

標識調査員(バ インダー)な どの資格 を取得、ユ994年か ら協会理事に就任、自然保護活

動に尽力されました。とくに毎年の自然観察指導員講習会では、講師として野鳥などの

観察の ノウハウを多 くの人に伝授、また協会が行なう現地調査では、愛車 を提供 して各

地を駆け巡 りました。8月 始めにも千歳での現地調査があるため、佐藤 さんはその下準

備をしているさなかに、体の不調を訴え入院されたそうです。

佐藤 さんは温厚 な性格で、研究熱心、野鳥などの知識は奥深 く、また何事 にも用意周

到で、自然観察や野外活動の小道具、高級カメラなどを愛車に積込み、臨機応変に使い

こなす特技には、多 くの人が恩恵を受けました。勤務先が開発系の会社だったので、本

寄れば野鳥の話に花が咲 く、在 りし日の

佐藤正秀氏(右)(左 は大舘氏)

務 と自然 保護iボ ラ ンテ ィアの両立 には 、人 知 れぬ

ご苦労 があ った と思 い ます が 、 当協 会 と して もか

け替 えのな い理事 で した。 つ い先 日まで、 お元 気

な姿 に接 してい た だけ に、佐 藤 さんの急 逝 は、 い

まで も信 じられ ない思 い です 。 享年55歳 。 高齢 化

社会 といわ れ る現 在 、若 す ぎる、 ま ことに残 念 な

お別れですが、謹 んでお悔み 申 し上 げます。
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活 動 日 誌

2004年7月

2日

5日

14日

16日

17～18日

24・25日

26日

2004年8月

1日 千歳川長沼頭首工現地調査

2日 「北見の自然風土を考える」市民連

絡会代表、事務局長来所 「北見バイ

パス問題」で話 しあい

21日 平取 ダム打ち合せ会議

2004年9月

13日 拡大常務理事会

15日 夏休み自然観察コンクール作品応募

締切 り

トマム地区高規格道路視察調査

道庁担当者エゾシカ問題の説明で来

所

拡大常務理事会

平成16年 度のエゾシカ捕獲の禁止及

び制限に係る公聴会(公 述)

大規模林道 「えりも一様似」現

地調査

「森 ・フォーラム」旭川 ・大雪

クリスタルホール

平取 ダム問題打ち合せ会議

講 演 会

「

海鳥 を守るために私たちができること

◆主催 北海道海鳥センター友の会札幌連絡会

◆期日10月23日(土)午 後3時 ～5時

◆場所 札幌学院大学社会連携センター3階

(札幌市中央区大通西6丁 目

容Ol1-280-1581)

地下鉄大通駅1番 出口より徒歩1分

講師 小野 宏治 氏

(北海道海鳥センター研究員)

要 望 書 な と1

■2004年7月26日

シマフクロウ生息地保全に関する要望書

環境省大臣宛に提出

■2004年8月3日

「世界ラリー選手権」道知事に申し入れ

(上記いずれも4団 体連名)

新 会 貧.紹 麿 恐噛 .

2004.4～2004.8末 まで

【A会 員 】 降幡 行 雄 、牧 賢 吾 、 石 岡 六 美 、

磯 部 光 宏 、伊 藤 信 行 、 小 田桐 学 、

尾 身 建 夫 、貝 澤 文 俊 、上 出 久雄 、

今 野 善行 、坂 本 清 司 、 東海 林雅 志 、

高坂 道 雄 、長 岡 晴 道 、 山上 正 … 、

浅 井 和 代 、阿 部 美 子 、 石 岡 真 子 、

大 口 弘 美 、高 屋 博 江 、 鶴屋 光 枝 、

原 田 久美 子 、渡 部 佐 江 子 、 林 友 行 、

三 崎 篤

【B会 員 】大 口 直 道

寄 甜.認 傘

ありがとうございます。

松 野 誠 也

小 林 栄 二

斉 藤 紀

故佐藤理事のご家族より

4,000

4,000

10,000

30,000
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*お 知らせ コーナー*

札幌学院大学社会連携センター

箔民講座 窪北海迄の野生生物の保護を考えるみ

現在世界の野生生物はさまざまな人為的原因のために有形無形に追い詰められており、一見 自然が豊

かに見える北海道でさえも例外ではあ りません。この講座では、北海道の野生生物が今どんな危機的状

況にあり、人との共生のためにどんな保護対策が求められているのかを、市民の皆様とともに考えます。

日 程

(1)10月15日(金)「 あなたはバー ドス トライウを知つていますか」

小川 巌氏(エ コ ・ネツトワーウ代表)

(2>10月22日(金)「 オロ巳ンプロジェウトー天売島の海鳥を救え一」

小野 宏治氏(北 海道海鳥センター研究員)

(3)10月29日(金)「 北海道 ・花たちのぼやき」梅沢 俊氏(植 物写真家)

(4)11月5日(金)「 コウモリという生き物」

河合久仁子氏(北 海道大学低温科学研究所生物多様性グループ)

(5)11月12日(金)

「自動撮影による中大型哺乳類のモニタリ

ング」平川 浩文氏(森 林総合研究所北海道

支所森林生物研究グループ長)

時 間 各回18:30か ら20:30ま で

受講料5回 で4,000円

場 所 札幌学院大学社会連携センタービル

(札幌市中央区大通り西6丁 目 地下鉄

大通駅出ロ1番 徒歩1分)

問い合わせ/申 し込み

札幌学院大学社会連携センター

(TELO11-280一 一1581、FAXO11-261一 一1230)

自然保護連合の現地視察と交流会

期 日10月16日(土)～17日(日)

場 所 十勝 新得 、本別、足寄、阿寒

主 催 北海道自然保護連合

主 題 「地域の環境問題」

「十勝の森林は今～林道ラリー問題と大

規模林道 ・阿寒一置戸路線」

集 合13:00ト ラムウシ登山学校前

申し込み 十勝 自然保護協会 佐藤

TEL・FA×0155-42一 一一2192

費 用 宿泊費含め3,000円

車は各自、一部きびしい所あり

※当協会でも申込受付ています。

会員の参加、大歓迎です。

協会のホームページ

http://www.jade.dti.ne.jp/^nchokkai/

協 会 で は 、会 誌 やNC(会 報)の 他 に 、 ホ ー

ムペ ー ジ で の 活動 報 告 ・意 見 募 集 も行 っ て お り

ます の で 、ぜ ひ ご覧 に な って くだ さい 。 会 員 の

皆 さん に は 、協 会 宛 に直 接 の 手 紙 や ホ ー ム ペ ー

ジhの 意 見欄 に ご意 見 を寄 せ て い た だ くこ と を

願 っ て お ります 。

会費納入のお願い

会 費 納 入 につ い て は 日 頃 ご 協力 を い た だ い て

お ります が 、未 納 の 方 は至 急 納 入下 さい ます よ

うお 願 い い た します 。

個 人A会 員4,000円

個 人B会 員2,000円

(A会 員 と 同一 世 帯 の 会 員)

学 生 会 員2,000円

団体 会 員1[15,000m

〈納 入 口座 〉

郵 便 振 替 口座02710-7-4055

北洋銀行大 通支店(普 通)

北 海道 銀 行 本 店(普 通)

札 幌 銀 行 本 店(普 通)

〈ロ 座 名〉

社団法人

0017259

0101444

418891

北海道自然保護協会

※ この紙は再生紙を使用 しています。
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